
ミュージアム(Museum)・図書館(Library)・文書館(Archives)の連携が、世界的に注目されています。
第２回目の「日本のMLA連携の方向性を探るラウンドテーブル」では、

資源管理、人材養成、資金獲得、資源活用等の具体的な促進政策案の提示を目指します。
まずはＭＬＡ連携の政策的意義を確認したうえで、連携により生み出される文化情報資源を、

国民が利用しやすい制度へとどのように整備していくかを論じていきます。
関係者、関心をお持ちの方のご参加を期待します。

鹿島建設KIビル２階 多目的ホ－ル
（住所：港区赤坂6-5-30 地下鉄千代田線６番出口徒歩３分）

2010年６月24日（木）午後2時～6時

第１回の「日本のMLA連携の方向性を探るラウンドテーブルⅠ」は2009年10月19
日に開催されました。このラウンドテーブルで提示された論点を整理し、具体的な
改善・振興策を論議することによって、今回のラウンドテーブルでは、現実の連携
促進に向けた政策的提言を関係者に向けて行います。

日本のMLA＝M(useum) , L(ibrary), A(rchives)
連携の方向性を探るラウンドテーブルⅡ
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主催 特定非営利活動法人 知的資源イニシアティブ（IRI）

申込み
方法

ＩＲＩのホームページ（http://www.iri-net.org/）内の第２回ＭＬＡラウンドテーブルの
ページからお申し込みください。
聴講定員３０名（先着順） 定員を超え次第、締め切りとさせていただきます。

問い合わせ 「日本のMLA連携の方向性を探るためのラウンドテーブルⅡ」事務局（松永しのぶ）・伊藤隆彦（鹿島建設）
E-mail：tf-policy@iri-net.org
http://www.iri-net.org/
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形式 有識者による公開討論会及び同じフロアでの聴講参加

Aby M. Warburg ,Mnemosyne-Atlas, Boards of the Rembrandt-Exhibition, 1926
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